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注　意

1. 次の頁からの問題を解いたあと解答・解説を見て学習してください．
2. 本教材では，大学入試センター試験問題を利用しています．
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I 問題
力のモーメントに関する記述として最も適当なものを，次の 1～ 5のうちから 1 つ
選べ．
1 釘抜きで釘を抜くとき，支点になるべく近いところを握った方が小さな力で釘が抜
ける．

2 はさみで硬いものを切るときは，はさみの先の方が切りやすい．
3 野球のバットの細い端をＡが，太い端をＢが握って，互いに逆向きにねじろうとす
ると，Ａが有利である．

4 大人と幼児がシーソーに乗って遊ぶとき，大人は幼児より支点に近づいて座らない
とバランスが取れない．

5 重い材木を二人でかつぐとき，材木の重心に近いところをかつぐ人の方が小さな力
ですむ．

—　 2　—



学習教材・物理学

解答・解説
答え：4

解説：
1：力を加える点と支点との距離が大きいと力のモーメントが大きくなり釘が抜きやす
くなる．
2：はさみで切るとき，はさみの軸と距離が小さいほど力のモーメントが小さくなるの
で切るのが楽になる．
3：中心軸からの距離が小さいときは力のモーメントが小さくなるため，不利になる．
4：シーソーでは重力の小さい幼児が支点から遠いほどつりあう．
5：材木の重心に近いところの方で支えるのは大きな力が必要となる．
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II 問題
図 2のように，水平面の左右に斜面がなめらかにつながった面がある．この面は，水平
面上の長さ Lの部分ＡＢだけがあらく，その他の部分はなめらかである．小物体を左側
の斜面上の高さ hの点Ｐに置き，静かに手を離した．ただし，小物体とあらい面との間
の動摩擦係数をµ′，重力加速度の大きさを g とする．

小物体が点Ｐを出発してから初めて点Ａを通過するときの速さを表す式として正しいも
のを，下の 1～のうちから 1つ選べ．
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解答・解説
答え：6

解説：
小物体の質量をmとする．小物体が点 Aを通過するときの速さを v とする．点 Pの高
さが hであるから，力学的エネルギーの法則により
mgh = 1

2
mv2

よって，v =
√
2gh

【ポイント】
力学的エネルギーの法則
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